
讐魔爾量鰺も―町鐵熊賄簑畿鐘隣濃慮
市では、9魔鞍鶉甲爾躍爾甕『家族賄災会議の日Jと定め、翻民の皆様に
災害への鑢えにつもヽて確認していただくよう推進しても`ます。
もしもの災書に備え、家族での役割分握や連絡方法、非常持ち出し品の
チエツクなど轟額鍛鑢えにつしヽで、家庭でぜひ議し合つてみてくださ傷、。

《わが家の防災チェックシート》

嘉 家族鋪策会議で議じ合うこと

災害発生時の家族の役割を決めている。
家族の連絡方法や集合場所を決めている。
避難所と避難ルートを確認している。 ⇒ わが家の避難所 【
災害時要援護者 縞 齢者、障がい者、乳幼児など)の支援方法を決めている。
非常持出品を準備している。
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瓦のずれや トタンのめくれを確認している。
雨どいの詰まりや雨戸のガタつきを点検している。
側溝のゴミや土砂を取り除き、雨水の排水を良〈している。
上のうを準備している。 (浸水の恐れがある場合)

爾 ヂ贈 持ち菫じ轟チェックリスト

貴重品 (通帳、印鑑、保険証など)
現金 (小銭も準備)
非常食 (乾バン、缶詰など)
食料 (お米、レトルト食晶)
飲料水 (1人/1日 80が 目安)
携帯ラジオ (予備電池を含む)
懐中電灯 (予備電池を含む)
救急医療品、常備薬
タオル、衣類、下着、靴下
災害用簡易 トイレ
トイレットペーパー
ウェットティッシュ
ビニール袋 (できるだけ大きなもの)
軍手t運動靴、ヘルメット
ラップ、アルミホイル、紙皿など
卓上コンロ

燃料 (液体、国形燃料など)

ライター、マッチ
携帯電話の充電器
その他 (        )

※乳幼児がいる場合
□ 粉ミルク、哺乳瓶、離乳食
□ 紙おむつ、母子手帳など

X高齢者がいる場合 (必要な場合)
□ 予備の老眼鏡、補聴器
□ 大入用おむつ、高齢者手帳など
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《お間しヽ合わせ先 :糸島市役所 危機管理部 危機管理課 TEL:332-2110(直通)》
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平成 23年の台風 12号では、近畿地方を中心に98名の死者行方不明者となり、
風災害としては、最悪の被害となりました。
糸島市においても過去に 1時間雨量が 1 4 7 11ull(平 成 3年台風)、 9 2 11un(平成 2
雨)の猛烈な雨を観測しており、大雨による災害は、他人事ではありません。
「糸島市にも台風は襲来する」と思い、日ごろから個人や家庭で対策を考えておく
要です。

●気象情報に注意
==

平成の台

1年大

ことが必

テレビ、ラジオ、防災行政無線、防災メー
を収集しましょう。

φ    ≠″.不要な外出、
台風接近中に家の外に出ることは、非常に危険です。
不要な外出は極力避け、里■ビや水路を絶対に見に行かないでください。

饉

□山からうなるような音がする。

□川の水が急に濁る。

山鳴り

□雨が降り続いているのに、川の水かさが減り始める:

□がけや斜面から水が噴き出す。
□がけから小石が落ちてくる。

確認 ⇒
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※このような前兆は、土砂災害の発生が十分考えられます。前兆に気づいたら早めに避難 しましよう。

φ   猜 残躍解鶴競郎種類II
避難準備情報

避 難 勧 告

避 難 指 示

通常の避難行動ができる人は、避難の準備を始めます。
避難に時間がかかる要援護者は、避難を開始します。

人的被害が発生する恐れがあるときに避難を促します。

人的被害が発生し、又は人的被害の発生が切迫したときに
発令しますので、必ず避難してください。

市が避難勧告や指示を出す前でも「怖い・危ないJと思つたら、すぐに自
|の 2階や近所の行政区公民館、市指定の選難所に避難してください I

夜間や道路が冠水してからの避難は大変危険ですので、できるだけ早めの避
をお願いします

`

防実行政無線放送内容確認ダイヤル (■0120-315-470)


